





































































































































































































































































（本文における辞書事典につい は、当該辞書の初出箇所のみ出版社及び出版年を記す）の収録語彙 おける漢語 割合は五三・六％、 『角川国語 典』
( 角川書店、一九六九
) では五二・九
































も遂げるようになった。 かし、こういった、中国 漢語を受容し、日本側で独自 意味用法の変化が起こることや、さらには新たに漢語が生成される過程 ついて 、なお未解決の問題が山積して 。
このように日本漢語をめぐる問題は多々あるが、その一つに、









語構成の原理に関する考察か、特定の一 を取 上げて個別にその史的変遷を問題に が専らであり、体系性を意識した歴史的研究に繋がらない憾みがあった そこで 本論文では特定の意味分野に限ることによって部分体系を仮設 その範
囲で四字熟語化に関する研究を進めることを企図した。土地所有に関する語彙に着目したのは、その時代の社会を如実に反映する歴史研究の上で重要な語彙であるばかりでなく、そこから転じて一般語彙化したものもあって、豊富な検討材料を含有しているとの見通しに基づいている。
なお、本論文執筆の基礎作業として重視した態度としては、




































韻」あるいは「文法」なるものは、それぞ に体系的な構造をなしているという考え方が基本となって る。個々の音韻的事象・文法的事象を問題にする場合でも、常に れ
































































































について、まず、全体を「体の類（名詞相当） 」 、 「用の類（動詞相当） 」 、 「相の類（形容詞・形容動詞相当） 」の三類に分け、それぞれを「抽象的関係」 、 「人間活動の主体」 、 「人間活動（精神及び行為） 」 、 「生産物及び用具」 、 「自然及び自然現象」に分 し、整理した。
次に、 「人間活動の主体」を「人」 、 「職」に分け、 「人間活動




重視すれば体の類であるが、その文法的職能に注目すれば用の類にも属させることも可能である。また、同一の語でも文書、場面や文脈ごとに意味 異なる事例も存するであろう。ここでは、体の 、用の類のどちらに分類するかについては、その語の実際の用法を考えずに、語彙収録に用いた辞書の意味記述のみにより、一応 分類を試みた。また、概して語の意味は複雑に変化するため、截然と振り分け は不可能と言わざるを








徳人、運脚、横行人、王臣家、家内奴隷、堪百姓、官符衆徒、寄作人、強剛名主、供御人、供菜人、公事家＊、供僧、公方、下作人下人、下百姓 権門勢家、甲乙人、耕作奴隷、国人、国民 後家、御家人、小地頭＊ 小百姓＊ 根本住 根本名主 根本領主 根本浪人、在家 在地小領 在地領主 作人、沙汰人 散所 山僧三党、私営田領主 下 地主＊、社家 衆徒、小家 正家、荘家 荘子 上 正 正分名主 荘民、庶子 所従 私領主、随身、雑人、大名田堵＊、田在家＊ 中間 鎮守 当名主半済給人 本家 凡下 本 領家、職
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一事以上、一族一揆 市場禁制＊ 一揆 一向一揆、往来田 恩補 没官 問拷 問訊 問注 容隠 与同 落居％、流移 留住恩免、廻給田 禁制 下行米、公功 国務、戸籍、墾田永年私財法 列訴 連坐 和与在地徳政 在地人 在地法、作半 三世一身法 直務 支配 食料、
支配
使節遵行、遵行、下地進止＊ 地頭領主制 私徳政 地本＊ 収納按検 按行 安堵％、市場検断＊、一国検 一職支配 越
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住屋破却 収公、住宅破却 主従対論 所勘 所知％、制止
市場銭＊、一国平均役 一献料 一色 一色不輸、一色別符、一色折濫、知行％、逃散、追捕 逃毀、入勘、入部、奉行 浮逃保、一色名、井料、井料米 院事 有徳銭 役使 尫弱 加挙 加不入浮浪 奉公、謀反 謀叛 本領安堵 没官、与奪、与判、地子、加徴、加徳 課役、勘済 官庁段銭、官米、官物 官物加徴 立用官物率法 勘料 京上夫、金納 交分 公事 公事銭 口入 公平、
関係
公方段銭、公方年貢 公方役 公役 公用銭、郡司加徴、軍役 検圧賂、委任 隠居 押作、改嫁、刈田狼藉＊、加勢 会田段米、見布 現夫 間米、見米 交易上文、合期、公田 物率法、勘糺 勘計 監検 勘検 勘験 監護、勘校 勘合 監察公田段銭、公用、国衙所当、国役 古田、戸田、在家地子 在家 勘申 義絶 寄附 糺返 供給 拒桿 給用、覲問
、
競望、
済物、済例、作料米 算失 散用 直納、地子 地子交易、地子 交易 抄掠 截留 自専 重代相伝、処分 所務和与 私和地子米、地子物 私段銭 失墜 地頭加徴米 頭給 地頭算失、与 吹挙％ 施入 先祖相伝 相続 存日処分
、
相続、
地頭役、地徳 地主半分・百姓半分 寺封、宿米 守護 守護段対
捍
、他人和与、単独、中間狼藉％、打擲・蹂躪％、追捕狼






悪田、案記、按察 遺跡 一円荘 一円所務 一円所領、一円地、運上 皆済 皆納 勘出 緩怠％ 勘渡 勘納 究済 京進
、








国、起請田、救急田、給田、給分 給名 旧名、給免 京家領、均安堵％、移住、一円進止、一所懸命、引勘、営作、営種、押等名、禁裏料所 空閑地 公営田、公廨 公家領 供御田 公事妨 押領、改易 開墾、開作 改替、開発
、
勘合、簡定、簡
名、公事免 公田、口分田、供米 警固田、圭田、下下田、下司点、関東進止 勘入 糺決 糺告、糺明、解官、解却、解免、給田、下司 下司免 化粧 闕所 下 加納 闕所 家領 解由
、
懸違、還補、劫略、合力、沽却、交代、交替、勾当、
見開田、見作、後院領、香菜免田、巷所 公田、荒田、講田 洪 左遷
、
散田、中分、収公、収授、所知％、所務％ 進止％、
荒廃田、公領 国衙領 国 墾 国厨 御供 国免荘 後 進退％ 新 開発 占著 知行％ 点定 顛倒％、当知行％分、小作＊ 雇作 五十戸政 墾 根本私領 在庁名 祭 左追却 追捕 得替 班田 付属 不知行 放 没収 没落、京職田 作職、作 作徳 三代起請地、散 名、三年不耕 四至 没倒 本補
、
免所居官、濫吹、濫妨％、掠領、領作％、領掌
私営田、職写田、職分 私墾田、地作一円 地子田 寺社一円地 ％ 領知％ 籠作 狼籍％ 、狼戻 、牢籠寺社本所領 寺社領 自然灌漑 寺僧領 下地＊ 膝下荘園、湿私田、賜田、私佃、寺 地頭名 社領 重色、集名 熟田、守護
書状
領、出 省営田、荘官名、承久没収地 上家分、正 、常地、荘加判 勘済 棄破 注進 披露 謀判 立券 立田、常田、上田、乗 定得田 上分田、荘領、初期荘園、所司
金銭
所職、諸司 諸司領、 帯 除 所 所 、 領、寺領 新検 使 有徳 倹約 失墜 返弁開、進官免 新墾田、親王賜 新立荘園、水主荘園 図田 絶戸田、専当、雑色田、雑役免受領、惣 損田 大仏供免田 代＊探題、知行国 地作一符 治 重職 直営 勅旨田、勅免 賃租、伝領 灯油免田、得宗 屯 売 馬上免 半不輸 半 、被管、奉行、負田、別作 分国 本所一円地 本領、輸租 用領作、論所書状案内、押書、圧状 安堵外題 安堵状 案文、市場祭文＊ 院宣、画指、合点、仮納返抄 官底 官符 勘返状 勘録状、棄捐、亀鏡
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) 、 「用の類」はそれに次ぎ、 「相の類」







安堵外題一円所務一円所領一円進止円知行一具沙汰一期領主一事以上一事両様一族一揆市場禁制市場検断市場在家市場住人市場商人市場代官一分地頭一味神水味同心領具足一向一揆一国検注職支配色不輸色別符一紙半銭一所懸命一町在家院宮分国開発領主家内奴隷加納田司仮納返抄刈田狼藉環濠集落官省符荘官庁段銭官物加徴官物率法吉書返抄恐惶謹言強剛名主交名注文禁裏料所公家新制公方段銭公方年貢公文勘料公文算失郡郷地頭郡司加徴下司給田外題安堵検河損使検損田使検断沙汰検注目録検田勘料検田段米権門勢家交易上文香菜免田耕作奴隷 段銭交 注文国衙所当国司墾田国 庁宣国使不入国司免判国人一揆根本住人根本私領根本名主根本領主根本浪在家地子在地徳政在地 主左京職田雑務沙汰雑務成敗三世一身三年不耕三問三答
直務支配直務代官地下代官地作一円地子交易使節遵行自然灌漑下地遵行地進止下地中分膝下荘園地頭給田地頭算失紙背文書住屋破却重代相伝住宅破却収納勘料守護大名守護段銭諸役免除荘園領主郷地頭荘 収公正分 主初期荘園所務沙汰所務雑掌所務代官所務和与新恩地頭進退領掌新田開発親王賜田新補地頭新補率法進未沙汰新立荘園人倫売買水主荘園絶根売買殺生禁断先祖相伝仙洞段銭相伝譜代惣領地頭即位段銭存日処分太閤検地大嘗会役太政官符大名田堵他人和与単独相続段別公事地作一符中間狼藉中分申請長子相続追捕狼藉灯油免田徳政一揆徳政禁制半済給人日別公事評定沙汰兵粮料所分割相続譜代相伝分田切符本捕地頭本領安堵万雑公事名別公事濫妨狼藉両様兼帯路次狼藉和与中分
土地所有漢語における四字熟語に関する主要な問題としては、
















連接せしめて一 とし 用いられ ようになった重要語彙いう。一方では、また、 『大修館四字熟語辞典』では、 「本書が進んで取り上げたものの筆頭は、当然 として、 『臥薪嘗胆』『四面楚歌』といっ 故事成語であり 『質実剛健』 『行雲流水』といった、後世に伝えるべき格調や伝統文化を内包する雅語でなければならなかった」と述 、 『岩波四字熟語辞典』
( 岩波書
店、二〇〇二
) においては、 「 『四字熟語』は、本来、四つの漢字
が一体となることで、初めて特別な意味を持つ言語表現です。した って 「質実」と「剛健」といった相性のよい二字の熟語が組み合わさっただけのものなどは、厳密には「四字熟語」と言うことはできません」とも述べていて 単に漢字四字が連接するだけではこれに該当しない 説いている。
このような状況下においては、実際の文献資料に出現する四
字熟語をそれと認めて良いかどうかは、判断に苦しむこ が予想される。
本論文では、 「重要な」 、 「格調や伝統文化を内包する雅語」 、 「相































三暮四」 、 「八面玲瓏」 、 「言語道断」など
) があり、出典は中国に
求められるが、四字熟語とし 用 られるように ったのは日本である語
( 「我田引水」 、 「五里霧中」など
) もある。また、中
国側の文献資料に使用例を求めることができず、日本側で生成されたと考えられる語












幸い、昨今、 『平安遺文』 、 『鎌倉遺文』 、 『大日本古記録』等、
古文書・古記録のデ―タベ―ス 構築され、 『南北朝遺文』のような新たな活字化資料 刊行され、文献資料の調査環境が整備充実し、検索が容易にできるようになった。本論文の基礎調査では、これらを十分に活用し 丁寧に事実を洗い出し、用例を吟味する作業を重視した。これによって得られた調査結果の観察に基づいて、四字熟語の意味 法や表記の変遷 明らかにし、その上で熟語の構成原理 探るという記述方針を採っ
なお、論を進めるに先立って、まず本論文で使用する術語の



























院政期（一〇八七― 一九一） 、鎌倉初期（一一九二―一二四〇） 、鎌倉中期（一二四一―一二九〇） 、鎌倉後期（一二九 ―一三三五） 。三、和製漢語・和化漢語
和製漢語、和化漢語の認定は、山本
( 二〇〇六）を参照し、漢
















































































































嗟乎、自昔晋室播遷、天下喪乱 四海不一、以至周、斉、戦争(1)相尋、年将三百。故割疆土者非一所 称帝王者非一人、書軌不同、生人塗炭。 （ 『隋書』巻二帝紀二）
（傍線は私に付した。以下同）
開元二十九年正月己丑、詔兩京及諸州各置玄元皇帝廟 、(2)并置崇玄学。 （ 『旧唐書』巻二四志四）授曰、 「叔父 母、弟懸命袁氏、若蒙公霊、速死為福。 」 （ 『後(3)漢書』巻七四上列伝六四上）今西州辺鄙、土地塉埆 鞍馬為居、射猟為業、男寡耕稼之利、(4)女乏機杼之饒、守塞候望 懸命鋒鏑 聞急長駆 去不図反。 （ 『後漢書』巻五一列伝四一）建德曰、 「此非女子所知也。且鄭国 朝暮 以待吾來 既許(5)救之、豈可見難而退、示天下以不信也。 」於是悉衆進逼武牢
官軍按甲挫其鋭。 （ 『旧唐書』巻五四列伝四）衛覬又奏曰、 「刑法者、国家之所貴重、而私議之所軽賎、獄吏(6)者、百姓之所懸命、而選用 之所卑下。王政之弊、未必不由此也。請置律博士、転相教授。 」事遂施行。 （ 『晋書』巻三〇志二〇）縦使顏容仍旧亦可啼泣悲傷。況覩鬼形皮骨連立。喉中煙焔腹(7)裏空虚。苦似倒懸命唯喘息。 （ 『仏説盂蘭盆経疏』巻下）しかしながら、調べた限りでは、漢籍及び漢訳仏典には、四










































































の変化の過程は、 「一所懸命」が同様に場所の観念を喪失して語形変化が起こり、 「一生懸命」と り 語義をも変化させる過程と対応するものであ と述べている。
また、 「一所懸命」については、その本義は「一箇所の領地に
































の用法が引き続き使用されるが 前代と比べ、 「一箇所に集まっていくことそのものを、過程を含めて動きを伴ったものとして表現している」とその違いを述べている。近世にな て 中世の「死なば一所」という用法から、 「複数 人が集まっ 状態目的地へ向けて移動する」 意味に変化したという。
鳴海（二〇〇八）は、江戸時代後期から明治時代までを対象
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詞用法が発生した いう。これは比喩的な転用による意味変化と、それによる語形変化が起こった事例であり、意味が のさまから、その うな場面に望む人間の心理へと変化して副詞化した例であると述べている。
鈴木・鳴海両氏の分析においては、 「一所」 、 「一所懸命」の受
容と語義語形の変化を記述する点では同様であるが 見解が異なる部分も見られる。たとえば、 「一所」の変遷につい 鈴木（一九九一）の分析では、 「一所懸命」の意味 化し さら「一生懸命」へと語形変化することは、 「一所」が意味変化し、さらに「一緒」へと語形変化す こと 対応した変化であると分析するのに対し、鳴海は「一所」の意味変化は「一所」の内部の問題であり、 「一所懸命」の と同列に論じ べきではないという。このように、両氏の研究を通じて 」 、 「一所懸
命」の変遷が概ね明らかになったが、疑問はまだ残る。
まず、 「一所」 、 「懸命」それぞれの変化と「一所懸命」の変化
との間には、どのような関係があるかについて、さらに究明する必要がある。 「一所」についての研究は幾分詳しい考察がなされているが、 「懸命」 変遷 分析 ほとんどされていない。 「懸命」の変遷について、漢籍だけでは く、漢訳仏典も含め、 つ受容されど よう してきたかを検討するこが「一所懸命」の成立にとって不可欠な観点であろう。さらに、「懸命」と同義的に使わ ていた語 、 「懸名」がある 「懸名」はこれらの語の変化の中で、ど ような存在であったかについても視野に入れる必要があるだろう。
先行研究においては、主として、 「一所懸命」から「一生懸命」























は「荘園一つ」とあり、 〈一つのところ〉の意味である。(12)つまり、漢籍では、 「一所」は〈ある特定の一つの所〉 、 〈同じ
場所〉 、 〈一箇所〉 、そして〈場 を数える単位〉 、すなわち数量詞、という意味があると知られ 。























一箇所〉 、 〈同じ場所〉 、 〈土地、建物を数える単位〉 、という意味で使われていた。上代において、 「一所」は漢籍本来の意味のまま日本に受容され 使われていたことが知られる。
東京大学史料編纂所「奈良時代古文書フルテキストデータベ
ース」 、 「平安遺文フルテキストデータベース」 、 「鎌倉遺文フルテキストデータベース」
( 以下、これらを総じていう場合、 「東
京大学史料編纂所データベース」と称し、個別のデータベースを指す場合、 「奈良時代古文書」 、 『平安遺文』 、 『鎌倉遺文』と称す























落窪の君と夢知らず、また一所に参りつどはん事ともゆめ知ら(23)で、皆お 〳〵隠しさゝめきなんしける。 （ 『落窪物語』巻三・一七〇頁四行）
（注）
11














に臥して聞く」 、 「一所にゆるぎあふ」のように、 「一所＋に＋動詞」の形で、 「同じ場所に動詞」という用法で使われるようになったのは上代と違う点であ 。
中世になると、 「一所」の例がさらに増え、文学作品、特に軍
記物語において目立つようになる。


































さらに例を拾って見てみる。金王丸此由をみて、 「にくひ奴原かな。一人も助まじきものを。 」(32)とて、湯殿の口にて三人ながら一所にきりふせたり。 （ 『平治物語』下・二六三頁四行）景致申けるは、 「東国へ下 おはするとも、よも人下しつけ候(33)はじ。人の高名にせんよりも、こゝにてうつて 平家の見参に入、義朝の所領一所ものこさず給か、しからずは当国をなりとも給て候はゝ、子孫繁昌にてこそ候はむずれ。 」といひければ「さて何としてうつべき。 」 （ 『平治物語』下・二六一頁一六行）この経、書写は終りたる。供養を遂げぬは、この度一所 生(34)












右の例文を見ると、 「一所にきりふせたる」 、 「一所に生まれる」 、

























































「懸命」は漢籍において、 『後漢書』以下の諸書に見られる。今西州辺鄙、土地塉埆、鞍馬為居、射猟為業、男寡耕稼之利、(4)女乏機杼之饒、守塞候望、懸命鋒鏑 聞急長駆 去不図反。 （ 『後漢書』巻五一列伝四一）衞覬又奏曰、 「刑法者 国家之所貴重、而私議之所軽賎 獄吏(6)者、百姓之所懸命、而選用者之所卑下。王政之弊 未必不由此
也。請置律博士、転相教授。 」事遂施行。 （ 『晋書』巻三〇志二〇）雲曰、 「老母弱弟、懸命沈氏、若違其命禍必及親、今日就戮、(49)甘心如薺。 」 （ 『梁書』巻一三列伝七）楚卒皆降之。劉項懸命、人謀是与。 （ 『先秦詩』卷四七）(50)愛子從烹報主時 安知強啜不含悲。太公懸命臨刀几、忍取杯羹(51)欲為誰。 （ 『全唐詩』卷七二九睢陽感懐韋応物）
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二階堂出羽入道々蘊ハ 朝敵ノ最一、武家ノ補佐タリシカ共、(59)賢才ノ誉、兼テヨリ叡聞ニ達セシカバ、召仕ルベシトテ、死罪一等ヲ許サレ ノ地ニ安堵シテ居タリケルガ、又隠謀ノ企アリトテ、同年ノ秋ノ季ニ、終ニ死刑ニ被行テゲリ。 （ 『太平記』巻第一一・三八六頁八行）不如、寄附此典、祈累葉之菩提、但草菴之煙細、懸命於此地、(60)自閉眼之翼日、可始此行也、又同州伊保戸水田者、尼真如所領也。 （尼浄阿発願文・根津美術館所蔵大般若経厨子銘『鎌倉
















































































































































































諸人の愁ハ、緩怠に過ぎ るハなし、むなしく廿ヶ日を過ぎバ(89)庭中を出だすべき制法あ といえども 理運 訴訟にいたりてハ、いかにも不日にこれを しさたすべし いわんや一所懸命の地、人にさまたげられん輩においては、明日を期せざる存命也、
( 『樵談治要』
)





























































しているが、 「新恩地」を「一所懸命の地」と称する例を挙げていない。筆者 調査した限りでは、が示したように、 『南北朝
(79)
































漢籍では、 〈 〉 、 〈ある特定 一つの所〉 〈同じ場所〉 、











物に命を託す の で用いられたが、その後姿を消 て平安時代の文献には見られない。ただし、仮名文では、 「命 懸く」と
- 36 -






もに用いられており、互いに結合して 成した過程をと ものと予想していたが、実は 今回の調査結果を と、 「懸命の地」から「一所懸命の地」となったのではなく、 「一所」の意味 希薄化に伴い、 「一所」が脱落して「懸命 地」と略さ 流れ方が自然のようにみえる。少なくとも実際の文献に登場する 例から見るかぎりでは、 「一所懸命 初例 ある『古事談』以前に「懸命」が単独で使用された例は見えず 上 ように推論することは蓋然性 高いものと見なしうるのである。
「一所」の意味の形骸化は近世以降「一所懸命」が「一生懸命」
へと変化する一つの要因でもある 考えられ 。 「一所」が形骸化し、 「懸命」も中世荘園制度の解体に伴い、 懸命の地」のような 〈命を懸ける〉ほどの意味を失い 〈全力を尽 して努力する、必死〉という意味にな 。 〈命を懸けて頑張る〉と〈全力を尽くして頑張る の違いは元々曖昧で、はっきりとした境
界線がなく、意味をどちらかに特定するのは困難であろう。
以上、本章では、中世までの「一所」 、 「懸命」 、さらに「一所
懸命」の使用について先行研究とは少し異なる観点から調査、分析を行い、上記のように、 「一所懸命」の成立過程についての結論を得たのである。〔注〕













『落窪物語』では、 「一所」に「ひとところ」と校注者が振り(11）仮名を付けている 読みが異なるが 底本の語形が「一所」であり、意味も
「いっしょ」と同じであるものを、本章では、 「い
っしょ」と同様に扱う。以下同。「一所」のこの用法の変化について、鳴海（二〇〇六）でも指(12）摘されている。ここでいう「動詞との関わりの程度」とは 「一所＋に＋動詞」(13）という用法において、そ 動詞 とって、場所の概念がどの程度必須要素となっ か いうことであ 。鳴海
( 二〇〇六
) は、この「一所に」の意味変化を、 「静的に描






(16）所」から「一緒」への経緯を考察した。鳴海はまず何人かの文学者の作品を調査し、そ 使い方を分析した。まず、十返舎一九の場合、漢字の「一所」と平仮名の「いつ よ」 使い分けられ、空間的意味合いが含まれるものは「一所」が、一つ閉じた空間を連想しにくく、行動を共にする様子 表すものは「つしよ」が使われる。式亭三馬の作品 、 「一緒」 表記が現

















鳴海伸一（二〇〇六） 「漢語「一所」の受容と意味変化」 （ 『言語
科学論集』一〇号）東北大学文学部言語科学専攻






























第」と書き、系譜の次第、順序、家柄の意で、この意から先祖代々という意味へ転じたことを述べ、 「譜代」と書かれるようになったと説 ている。そして、 「譜代」の表記は当て字であ ことも指摘している。
本章では、この『和訓栞』や佐藤
( 一九七九）の指摘を踏まえ

















では、 「譜」字と「普」字がこの語において通用する例のあることから、 「普代 、 「普第」及び「普弟」も調査対象とした。
具体的には、二十五史、十三経が含まれている、 「台湾中央研
究院漢籍電子文献」及び先秦諸子の文章、 『全唐詩』等が収録されているデータベース 寒泉 さらに、漢籍文献を幅広く収録している「国学宝典」を いて検索した。その結果、漢籍 は「譜第（弟） 」は見られるが、 「譜代」は検し得ない とが分かった。漢訳仏典については、 「大正新修大蔵経データベース」を用いて調査 たが、漢訳仏典にも漢籍と同様の結果が見られた。すなわち、今回の検索範囲で 、 「譜第（弟） の例は見られるが、 「譜代」の例は見られないのである。











































































は「僧尼道にかない、譜第みだれずは治部の最とせよ」とある。『令義解』によると、 『養老令』では、 「譜第」は「族姓の次序」 、すなわち、
< 氏姓の族流、系譜
> のことである。また、 『日国』に
引くように、 『令集解』では、 「古記云。譜第者。天下人民本姓之札名也」とある。言い方こそ異なるが、 『令義解』の解釈と同様であることが分か 。
以上のことから、 「譜第（弟） 」は中国文献と同様の意味と表
記で日本に受容されたことが知られる。




















































































































































然為被糺理非、重御使下署、即罪科依難遁避、奉違背皇大明(21)神跡地、離相伝重代之屋敷、晦跡令逐電畢、仍親広為継譜代之所職、企参洛、言上（鹿島大神宮神官等解・鹿島大祢宜家文書『鎌倉遺文』 ・四三三・文治六（一一九〇）年）右人、任普第之旨 補任件職如件、 （対馬下津八幡宮政所下文(22)案・対馬下津八幡宮文書『鎌倉遺文』五〇一〇 ・建久元（一一九〇）年）近国者是譜弟郡司 国務之比貫也、依大功預免判畢 地頭者(23)則寺領之出作、当庄之加納也、 （伊賀黒田荘民陳状案・東大寺
































































































日本側の文献では、 「譜第（弟） 」 、 「譜代」のほかに、同様の
意味を表すものとして、 「普代」 、 「普第」も用 られる。この五つの表記のうち、 「譜第（弟） 」及び「普代」は漢籍と漢訳仏典に出典を求めうるが 譜代」と 第 の用例は中国文献に求めることはできない。 「譜代」についてはすでに検討したが、 「普代」は以下のように使われている。


















> という意へ変化し、さらに、 「譜第の郡司」から、 「譜第の








この段階で、ダイの漢字表記は「第」より、 〈世代〉を強く意識する同音の「代」字が相応しくなり、 「譜代」に交替したのであろう。なお、 普代」 「普第」等は文書にのみ少数見られるに過ぎず、これらは同音であるため臨時的に使用され、定着しえなかったものと思われる。すでに検討したように、 「譜第（弟） 」に最初に変化が見られるのは平安時代の古文書であ 鎌倉時代の古文書では その変化はさらに進んだ形で現れる。これは、荘園制 下及び武家社会におけ 土地所有の争いにおいて、土地、所領の帰属問題が頻繁 現 ため あろう。





















) 。浅野（一九八四）では、時代順に「領掌」 、 「領状」 、 「領承」9

















いて述べてきた。なお、これに関して、 「譜代」は「相伝」と共起することが多い現象が見られる問題も存する。この点について、で挙げた『伊京集』 、 『黒本本節用集』 、 『文明本節用集』
(29)
からも見られる。
『太平記』には、 「譜代」九例のうち、 「相伝 は三例見
られ、 『平家物語』には、 「譜代」二例のうち、 「相伝譜代」は一例見 る。













> という意味で用いられていることが分かる。「相伝譜代」について、 『角川古語大辞典』では、 「譜代相伝」
と同義語とした上（ 「譜代相伝とも」と記述する） 、 「代々相伝えて、主家に仕えること。また、その家来。 」と解説している。この記述は右に挙げた文学作品における使用実態と一致することが分かる。しかし、 「譜代相伝」の項では、 「代々その家に伝えること。また、その物や技芸。 」と解説している。両語を同義としながら、その意味説明は異なっているようにも見られる。
そこで、 「譜代相伝」と「相伝譜代」の意味用法を調査すべく、



































































































































































































































































































「相伝譜代」は、所領、所職のほか、 「住人」 、 「下人」等と、人を修飾する現象が認められるようである。





谷川士清自筆本を確認した結果、 「ふだい」の項目はなかった（1）ため、文久二（一八六二）年本を用いて調査した。異体字を現行表記に統一した。『集韻』では、 「弟、或従竹、弟、一曰 順也。 」 ある。 『漢（2）字百科大事典』でも、 『正倉院文書』 、 『万葉集』 、 『 家物語』 、古往来等において 第」と「弟」は同 字の異体字であるとしている。よって、ここでは 両字を一括して扱う。『大漢和辞典』 、 『広漢和辞典』には〈親類、血族〉 意を挙（3）げているが、典拠は『宋元通鑑』の十七世紀の成立の書であり、今回の検索範囲で この意味 用いられている例 見つけられなかった。新大系『続日本紀』によれば、 「譜第」か「譜 かは、諸本（4）の間では、皆異なる上、規則性も見出せないようである。 『続日本紀』においては、 「譜第」と「譜弟」は同一の語と て用
いられていることが分かる。これは注と一致する。
（2）
検索文献は以下である。六国史、 『風土記』 、 『新編国歌大観』 、（5）漢詩文（ 『懐風藻』 、 『凌雲集』 、 『文華秀麗集』 、 『経国集 『扶桑集』 、 『本朝麗 本朝無題詩』 、 『都氏文集』 、 『田氏家集』 、『菅家後集』 、 江吏部集』 、 『法性寺関白御集』 、 『本朝文粋』 ） 、『高山寺本古往来』 、 『大日本古記録』所収の公家日記、 『平安遺文』 。検索文献は以下である。大系 、 『鎌倉遺（6）『吾妻鏡』 、 玉葉』古辞書大系（勉誠社、一九七九年） 。（7）ただし、現行の国語辞典 『大 和辞典』 、 『佩文韻府』を調べ(8)たが、いずれも「普代」を一つの語として項目を立てていないようである。浅野
( 一九八四
) 。
(9)一八、一九世紀の文学作品『用明天王職人鑑』 、 『折たく柴の(10)記』 、 『椿説弓張月』
( 大系所収
) では、 「譜代相伝」は「御家人」
、 「家隷」を修飾している例が見られる。『延慶本平家物語』では、 「譜代」二例、 「普代」三例見られ(11)る。そのうち、 「普代相伝
( ノ家人
) 」一例、 「譜代相伝（ノ所） 」

































































































を観察すると、こういった従来の扱い方には疑問も存する。その一つに、平安時代中期から、 「進退」は「進退領掌」と 四字熟語として用いることが目立つようになり、 止 は鎌倉時代中期から、 「一円進止」と四字熟語として用 る例が増加することがある。
従来の研究では、同義的なものとして扱われてきた両語が、




























































これまで、 「進止」 、 「進退」についての議論は、主に歴史学・

















止」 、 「進退」を一括して扱い、その用例を広くもとめて考察し、様々な主体や対象とともに用いられることを確認した上で、その中心を占める土地法上の用法について詳しく述べている。氏は、 「平安期においては知行よりも一般的に用いられる領掌・領知こそが広義の意味での私的処分に深く係わっ おり、進退・進止は使用・収益 本質的な内容 する観念であった」 という
( 注
) 。10いずれにせよ、法制史分野では、従来は、進止・進退と知行








こういう意味で「進止」という語を用いるのは古代から行われたと考えられるが、これは、進めたり止めたりするという意から支配するという意味になるので、 「進退」も、今は、進むか退くかという意味に用いるが 古くは、進 るか退けるかという意に用 、転じて、支配す 、処分するという意味に用いられたのと同じである。
と指摘しておられる。






















































































































以下は、 『平安遺文』と『鎌倉遺文』 、 『南北朝遺文』からの用例
- 62 -
である。
今俄被致如此非理妨之条有何故乎、若抂理有相博之変改者、(15)如本庄内公田各戸主等、可進退領掌歟 乞也衙察状、任道理被返牒者、此彼共永可令停止両方牢篭矣 以牒、 （伊勢太神宮司牒案・東寺百合文書テ『平安遺文』二二二・延長三（九二五）年）右件田、元者正房先祖相伝私領也、然則無年来進退領掌之間(16)他妨者、依有直急用、限件直物、所於永沽渡 外宮玉串大内人吉貞如件（度会正房田地売券写・光明寺古文書『平安遺文』二八一三・永寿二
( 一一五五）年）
彼庄大嘗会□野宮宇佐勅使住吉造宮造内裏御願寺塔以下勅院(17)事国役并国郡司甲乙諸人妨等永従停止 令被二位家子孫相伝進退領掌、於此条者、御起請趣一同蓮華王院御領、一事以上可依彼例、 （後白河院庁下文案・山城大徳寺文書『鎌倉遺文』五八四・建久三 一一九二）年）右、件治田元者、外孫私領也、而父母相共得処分之後 進退(18)領掌之間、敢無他妨 爰直依有急用、限上 直物 相副次第証文等、永所沽渡進於内宮清酒作内人宇治末恒也 仍為後代新立券 、以辞、 （部直永田地売券写・伊勢光明寺文書『鎌倉遺文』三九六一・寛喜二（一二三〇）年）早堺四至打冓示、為一円不輸庄薗、停止官物勅院事大小国役(19)及国司入勘、甲乙人之濫妨 可令兼康子々 々進退領掌之状、所仰如件、 （官宣旨案・根津美術館所蔵文書『鎌倉遺文』五一


























































なわち、 「一円進止」と四字熟語化するが、 「一円進退」とならず、 「進退領掌」と四字熟語化するが、 「進止領掌」とな ない
要因に迫ってみたい。
まず、 「進止」の意味用法について仔細に観察してみると、古
文書においては、 「進止」は、 「領家進止（六四） 」 、 「国司進止（四
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れらの例では、 「一円進止」の主体、 「寺家」 、 「地頭 等が強調されているの ある。
一方、 「一円」について、 「一円進止」のほかに、 『日国』に出


















伝」 、 「私領」 、 「無他妨」等 セットで用いられることの多いことに気付かされる。すなわち
< 妨げなくその土地を支配する
>
というように用いられることが多いようである。相伝私領の場合、先祖代々相伝する私領であるゆえ、その土地に関する処分権を持ち得る。そうなればすなわち その土地を自由 、思うままに支配でき のである。相伝を例に調査した結果、 「進退領掌」は『平安遺文』に三四例中一三例、 『鎌倉遺文』に三二八例中一一五例、 「相伝」 同一文書に現 。さらに







を見ると、 「進退」 、 「領掌」が単独で使われる場合でも、
(24)
(27)























この項では、 「進止」 、 「進退」が四字熟語を形成する際の語順
について問題にしてみたい。
何故、 「進止」 「一円」の下に、 「進退」は「領掌」の上に
来て、その逆の語順とならなかったのであろうか
先述のとおり、 「進止」 退 の類義語に、 「知行」 、 「領掌」 、
「領知」等がある。これらの語の相互関係はどのようにあるのか、その四字熟語化 傾向性を観察するため 、 『平安遺文』と『鎌倉遺文』を調査し、その結果 、 【表】のようにま めてみた。
四字熟語の認定については、以下の とをことわっておきた
い。





其謂歟（鎮西下知状・豊前薬丸文書『鎌倉遺文』二四七一六・正和元（一三一 ）年） 」 、 「停止国衙所当米・領家御年貢銭・地頭米・免田所当米・万雑公事・臨時課役等、兼治可令知
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行一円不輸候（武光兼治避状・薩摩入来院武光文書『鎌倉遺文』二五七六五・正和五（一三一六）年」 ）のような場合、 「知行一円」は、文字列として二例見られるが、 「知行一円神領」 、「知 不輸」の形で現れ いるため、 「一円」は、 「




























































































































語として用いられる語もあれば、用いられない語もある。さらに、前項成分になりやすい語と、後項成分になりやすい語が存するようである。たとえば【表】をみると、 「知行領掌」は『平安遺文』に三例、 『鎌倉遺文』に六二例見られるのに対し、 「領掌知行」は『鎌倉遺文』 六例見られるの である。 「進退領知」は『平安遺文』 五 四 し、「領知進退」は『鎌倉遺文』に二例見 のみであ 。四字熟語を生成する際、 「知行」は「領掌」より、 「進退」は「領知」より前項成分になりやすいことが判る。この点に着目して、前項にな やすい語から後項になりやすい語を並べると、以下のようになろう。〔前項になりやすい語〕←――→〔後項になりやすい語〕一円←―→進退←―→知行←―→領掌←―→領知←―→進止この順序を見ると、 「進退」は前項成分になりやすいのに対し
「進止」は後項成分になりやすいことが分かる。 「一円進止」 「進退領掌」の語順は、右の傾向を反映していると考えられるのである。












ねこれは追認できるところであ この三つの 法の ち 「一円進止」は、どれに該当するの ろうか、検討を加えてみたい。まず、 「一円進止」は、 れを主語や目的語として動詞をとることはなく（前掲の例～などを参照） 、 「進止」を名詞
(10)
(14)
とらえ、これを「一円」が修飾した用法（つまり「一円の進止と解すること）とは考えがたい。次に、動詞 用法の、 「可令一円」 いった表現は、元来「可令一円＋動詞（知行等
）」であっ






























また、 「一円進止」と「進退領掌」 、 「進止」と「進退」が対象










おいては、 「進退」 、 「領掌」ともに、
< 思うままに
> の意味合いを












動詞的用法が存するため、 「領掌 に対して、修飾していくな働きを帯びるこ になったの はないかと思われる。〔注〕















において、両語につ て 六条では 「進止、人身 物権を問わず、事物等に対するもっとも強力な一元的な支配権を示す語。進退も同じ」と注し、また、一八条において、 「進退 六条の「進止」とほぼ同義語。 （後略） 」と記している。 『国史大辞典』では、 「進止（中略） 進退ともいう」と説明しており、また、 『日国』でも、 「進止、 （中略） 、進退。 」と記述している。梅田（一九九〇） 領掌や領知と並置される は進退に限(6)られている。広い意味での処分と関連で用いられる場合以外においても、一般に進退が領掌と並置さ る例は非常に多 。その点では、進退と進止はいささか語感を異にして ようである」との指摘のみはされて る また同論文の注において、 「ただし、進止と領掌が並置されるれこ は全くなか た訳ではなく、（筆者 梅田 用例）はその唯一の例である。 」
(154)
との記述もある。ただし、梅田は、 「進止」 退」は具体的にどのように異 かは明らかにされているわけ ない。右の用例 検索 あたっては、 「大正新修大蔵経テキストデー(7)タベース」 、故宮「寒泉」古典文献全文検索資料庫、 「中央研究院漢籍電子文献」 、 「国学宝 等を使用した 原文は『諸子集成』 （中華書局 一九七八） 『漢書』 （中華書局 一九九
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五） 、 『後漢書』 （中華書局、一九九五） 、 『大正新修大蔵経』 （大正新脩大蔵経刊行会、一九六〇～一九九〇）を以て確認した。この点について、佐藤（一九七九）等に既に指摘がある。(8)石井（一九三九） 石井 五 、石井（一 七） 、高柳(9)（一九五七） 、牧（一九五七） 。梅田（一九九〇） 。(10)検索にあたり、 「東京大学史料編纂所データベース」 「大系デ(11)ータベース」 、 『吾妻鏡・玉葉』 （
CD-ROM ）等を用いた。
「一円進退」は、 『鎌倉遺文』に「若猶破和与状者、雖段歩 不(12)可譲之、氏女可一円進退云々（関東下知状写・小早川家文書『鎌倉遺文』 八七〇八・永仁二 二九四 年） 」と 例のみ現れるが、これは臨時的に出現したも と見ておきたい。『南北朝遺文』については、データベースなどの検索手段が(13)なく、筆者独自に九州編第一巻と中国・四国編第一巻のみを調べたが、 「一円進止」 、 「進退領掌」が 例ず 見つかったので、例文として挙げたい。「進止領掌」は、 『平安遺文』に 各地頭可令停止進止領掌也」 前(14)太政大臣〈平清盛〉家政所下 ・厳島神社文書『平安遺文』三八九一・治承三（一一七九）年） 」と 例みえ、また、 『鎌倉遺文』にも「停止前預所左衛門尉藤原景朝以下当国住人中務□□□蓮等非論、忠恵一円可令進止領掌之由、欲申 院宣□□□ 伊勢牛庭厨雑掌申状・兼仲卿記弘安 年十月・十一月巻裏文書『鎌倉遺文』一三六八七・弘安二（一二七九）年） と一例あるが、これらは注と同様に考える。
(12)
土地支配を表す最初の 進退」は、 「領掌」と並置して現れる(15)例であ ことも興味深い。『三巻本色葉字類抄』で 、 行旅部往来分に属する(16)
旨の注記が施され、 「領掌」は地部荘園分の注が加えられている。 「進退」の場合 実際に用いられる複数 意味のうち、 「進むことと退くこと」の意を本義と捉えていたことが窺える。『日国』では、支配の意味を表す「進止」を名詞 して、 「進(17)退」を動詞 して扱っている。しかしながら、偏り そ存するが、両者ともに動詞と名詞 性質を持っていると思われる。例の「互可令一円進止」のように、 「進止」が動詞的に働く
(13)
例があり、また、 「ミな寺家の進退に任すへ （ 『鎌倉遺文』
（ママ）
一一〇九三・文永九（一二七二）年） ように、 「進退」が名詞的に用いられる例も存す そ ため 一円進止」は名詞、 「進退領掌」は動詞である は断定できない。ちなみに、この「一円」について、佐藤（一九七一）では 一(18)円、イチエン。まとめて、完全にという意味で、そうした土地の支配を一円支配、 円領知、一円知行 いい、そ した土地を一円地という。しかし一歩つっこんで考え 、これ は二様の意味があって、地域的に分割せずに支配すること、権
（イ）
（ロ）























石井良助（一九七四） 『法制史』 （体系日本叢書四）山川出版社梅田康夫（一九九〇） 「平安時代の進止・進退について」
( 『金
沢法学』三二、一・二）金沢大学
延慶本注釈の会（二〇〇五） 『延慶本平家物語全注釈』汲古書院石井進［ほか］校注 一九七二 中世政治社会思想・上 日
本思想大系二一）岩波書店










































































































二四七三九正和元年 二月 六日一三 二鎮西下知状写
21
二五四五正和 年 月 七日
一三一五鎮西下知状
22














二六八八文保二年一 月 日一三 八関東下知状
28
二六八八文保二年一 月 二日一三 八関東下知状
29


























二九 三七正中二年 〇月 七日一三二五関東下知状
39
二九 三七正中二年 〇月 七日一三二五関東下知状
40




















































現在、 「乱暴」は、 「乱暴な人」 、 「乱暴に押し付ける」 、 「女性













それに伴う財物の知行権や所有権を認められていない者が何らかの方法で我方 正当性を自称し、既存の知行権 どの職の妨げをなす行為を意味する語である。 「濫妨」は、互に相手側を「濫妨」者ときめつけ、現に諸権利を行使するしないにかかわらず自分 被害者の一に置く既存の体制に対 反逆的な現象で、上位の権威によって承認され その中 位置づけられていく秩序原理が指摘でき、 「濫妨」には悪の意識がない。
○しかし、南北朝の混乱期を境に、 「濫妨」は急激に姿を消して








































































































『文明本節用集』では、 「濫妨」 、 「乱妨」 、 「濫望」の三種類の




次に、中国文献における状況を記す。 「濫」字と「望」 、 「妨」 、
「暴」の三字が熟合した表記である「濫望」 、 「濫妨」 、 「濫暴」 、及び 乱 字と「望」 、 「妨」 、 「暴」三字が熟合した表記である「乱望」 、 「乱妨」 、 「乱暴 の六通りの表記について、 「台湾中央研究院漢籍電子文献」 、 「国学宝典」 、 『佩文韻府』 、 「大正新修大蔵経データベース」を以て調査したが、その結果、漢籍及び漢訳仏典に、 ランボウ は見られなかっ 。
『大漢和辞典』によれば、 「濫」字には、 〈礼や法にそむく〉 、
〈物事が度を過ぎる〉 、 〈みだ に むやみに〉等の意味があり、「乱」字には、 〈みだれた みだらな〉 〈むやみに やたらに〉等の意味がある。









































































































































































































































































































































と『鎌倉遺文』においては、 「濫妨」 、 「乱妨」 、 「濫望」が見られる。 平安遺文』においては、 「濫妨」がもっとも多く、次いで「濫望」が多く、 「乱妨」は三例しか見られない。 『鎌倉遺文』においては、諸表記のうち、 「濫妨」が最も多い状況に変わりはないが、 「乱妨」も急増する。 「濫望」の用例数は平安時代に比べ少し増加したように見えるが、総数の中に於ける比率としては、むしろ低くなっており、減少 傾向が見られ 。
『南北朝遺文』においては、平安鎌倉時代に見られる「濫望」
が姿を消し 「濫妨」と のみにな 調査の結果観察す
ると、南北朝時代においては、平安鎌倉時代と同様に、 「乱妨」より、 「濫妨」が多く用 られる。通時的には、 「濫妨」 、 「乱妨」ともに、時代が下るにつれ、減少していったようである。
次に、古記録に於ける諸表記を見てみたい。 『大日本古記録』




























































































































































































































































































呉音資料では、望（去）マウ（ 『法華経単字』七一・二・四）(12)訪…禾ハウ（観智院本 類聚名義抄 法上五六 六 ＊妨＝
「訪」と同音（ 『広韻』による） 。
漢音資料では、望（去濁）ハウ（ 『長承本蒙求』一三二）(13)訪（去）ハウ（同右一〇五）
のように仮名音注及び声点が確認できる。 『韻鏡』では、 「望」は内転第三十一開清濁字で、呉音「マウ」 、漢音「バウ」が導かれ、右の資料もこれに従うものである。 「妨」と同音の「訪」は、同書の内転第三十一開次清字であり、呉音「ハウ 、漢 「ハウが導かれ、上記資料で そのように理解して矛盾しない。従って、両方の字音が通じるためには、漢音読みされた「望」 バウ）と、 「妨」 （ハウ）が上接字「濫」 よって鼻音同化をおこした連濁により「バウ」となることが必要であるが、可能性としては成り立つと思われる。これ 先 『文明本節用集』 も確認することができる。
次に、意味用法の点であるが、まず、 「濫望」について、 『平





代に於いて、 〈正当な理由なしに他人の所領、所務等をみだりに妨げる〉と う意味である。以上を踏まえると 「濫望」と「濫妨」は、意味用法に於いてやはり共通する部分のあ ことに気づく。すなわち、双方が通じるようになるには、まず 「望」と「妨」字本来の意味から、本来自分に分不相応な職・所領を手に入れようと「望み」 その欲望を実現するため 、実際にその職・所領に手を出すことになり 〈みだりに望む〉という欲求が行動に出た時、
< みだりにさまたげる（濫妨）
> になるという経
緯が想定される。この流れを考える き、土地に対する「所務」の意味にも注目したい。この 所務 は「職」で あり、 土地所領」の一部でもある。 「濫望」の意味変化においては、意味二面性を持つ「所務」が仲介的役割を果たしているのではないかと思われる。
また、文書に於ける両語の使用される背景を観察すると 「濫
望・妨」者が「濫望・妨」を致し、それに対して、訴訟を起こす側がその「濫望・妨」に対する「停止」を求め、上位機関がそれを認めた場合、 停止 を命じる、といったプロセスが見られる。このような使用上の共通性も両語 通用す ようになる要因の一つであろう。
しかし、先述のように、 「濫妨」は鎌倉・室町時代（一一世紀
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のような資料と、 『韻鏡』で「濫」は外転第四十開咸摂、 「乱」は外転第二十四合山摂で元来の中国音では韻尾のｍ・ｎが異なっていたようであるが、 『法華経単字』に見られるような混用例もあることから、この頃には同音と化していたかもし ない。
先述のように、 「濫」は、 〈礼や法にそむく〉 、 〈みだりに〉の
意を持ち、 「乱」は〈みだりに、ほしいままに〉の意を持っている。このように、音や意味の近似性により、 「濫妨」より「乱妨」が産出されたと考えられる。
「乱妨」の意味、用法について、 『平安遺文』 、 『鎌倉遺文 の




































































































が「職・所務、所領」へと範囲が広がる。 「職・所務、所領」を手に入れようと「望み」 、その望みを実現するために、実際にその「職・所務、所領」に手を出すことになるのは自然のなりゆきで、 〈みだりに望む〉という欲求が行動に出た時、その行為は、本来の職権・所有権者の権益を不当に侵害することとな すなわち、
< みだりにさまたげる（濫妨）
> ことになるのである。
このような意味 通ずる部分があるこ に加え、 「望」字と「妨」字の音が同音であることから、 「濫望 と「濫妨」は通用す に至ったと考えられるの ある。南北朝時代に 濫望 はほぼ完全に姿を消し、 「濫妨」に交替した。また、 「濫」字と「乱」字が音と意味の近似していることから、院政期に「乱妨 表記も
























































































































































































































































用法であるように見 けられ ある者 「ランボウ狼藉
( 籍
) 」


































際の傾向を見てみたい。 『平安遺文』 、 『鎌倉遺文』 、 『南北朝遺文』等に於ける両語の形成する四字熟語を見ると 「ランボウ」には、「非分濫妨」 、 「非法濫
( 乱
) 妨」 、 「自由濫
( 乱










) 」 、 「非法狼藉
( 籍
) 」 、 「自由狼藉
( 籍
) 」 、 「無道狼
藉
( 籍
) 」 、 「新儀狼藉
( 籍
) 」 、 「悪行狼藉
( 籍







) 」 、 「追捕狼藉
( 籍
) 」 、 「路次狼藉
( 籍









) 妨」 、 「狼藉
( 籍
) 」と交互に組み合わせ、そ
の結果を調査することで、 「ランボウ」 、 「狼藉
( 籍
) 」の四字熟語
化の傾向性がある程度看取 きると考える。 「東京大学史料編纂所データベース」を用い、 『平安遺文』 『鎌倉遺文』 、 『大日本古
記録』 、 『大日本古文書』を調査した。結果は【第五表】 （次ページ参照）のとおりである。
【第五表】を観察すると、 「非分」 、 「無道」 、 「非法」 、 「自由」 、
「新儀」等の修飾限定語は両語とも四字熟語化するが、傾向に偏りが看取される。 「濫妨」は「非分」 、 「無道」と比較的熟合しやすく、 「狼藉
( 籍
) 」は比較的「非法」と熟合しやすい。 「新儀」 、
「自由」については、さほど偏りが見られないようである。 「苅( 刈





















前項成分 後項成分 平安遺文 鎌倉遺文 大日本古文書 大日本古記録
濫妨 狼藉(籍) 51 156
乱妨 11 116
非分 濫妨 1 18 0 3
乱妨 0 1 1 0
狼藉(籍) 0 4 5 0
非法 濫妨 0 3 1 0
乱妨 0 0 0 0
狼藉(籍) 2 13 7 0
新儀 濫妨 0 25 3 0
乱妨 0 1 0 0
狼藉(籍) 0 13 1 0
自由 濫妨 0 18 3 1
乱妨 0 3 1 0
狼藉(籍) 0 26 8 1
無道 濫妨 0 11 1 0
乱妨 0 3 0 0
狼藉（籍） 1 5 6 0
濫（乱）入 濫妨 0 0（1） 0 0
乱妨 0 0 0 0
狼藉（籍） 0（2） 1（48） 0（38） 1（1）
悪行 濫妨 0 0 0 0
乱妨 0 0 0 0
狼藉（籍） 0 84 41 0
苅（刈）田 濫妨 0 3 0 0
乱妨 0 0 0 0
狼藉（籍） 0 51（3） 30 -1
追捕 濫妨 0 0 0 0
乱妨 0 0 1 0
狼藉（籍） 0 43 16 0
中間 濫妨 0 0 0 0
乱妨 0 0 0 0
狼藉（籍） 0 4 12 2
路次 濫妨 0 0 0 0
乱妨 0 0 0 0
狼藉（籍） 0 4 3 2
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( 二字漢語の間に「之」が入る





























おいて頻繁に行われる作業である。同様な手法で作られたと思われる語には、 「横暴」もある。 「横望」 、 「押妨」 、 「横妨」 、 「横暴」等の表記が存する
( 注
) ため、 「ランボウ」と同様の過程を13
経ていると思われるが 本論文では解決できなかった問題、例えば、 「濫妨」 、 「乱妨」から「乱暴」へと交替した精確な時期、理由、また、 「ランボウ狼藉（籍） 」の四字熟語化の問題については、本論文でははっきりとした結論を得 れず、逆の語順とならない要因については、推測にとどめざるを得なかった。
また、 「濫妨」と「乱妨」から「乱暴」へと変化するのは、時
代が下るにつれ、語の一部の意味のみ残され、限定的意味から一般化され 過程の一例である。このように、平安時代 鎌倉室町時 にかけて、土地所有語彙として用いら 語のいくつかが、 語彙化する傾向が認められるのではな か 予想される。このような事例についても、今後さらに研究していきたいと思う〔注〕














り下 。【第二表】 【第三表】の調査は、二字漢語と て用いられる(4)場合のみではなく、 「ランハウ狼藉
( 籍
) 」等、四字熟語の構成








んあく」と「かんあく」二通りの可能性があ と指摘し、両者は同一字と断定できないと述べている。しかし、 「監妨」と「濫妨」については同義的に用いられ ことは明 かであるので、前者は後者の省文と見て通用し ものと判断した。よって、ここでは区別せず「濫妨」に含め「濫暴」表記は検索したが、見つから かった。 【第三表】同。(5)また、 「らんはう」表記 も調査したが、 「東京大学史料編纂所デ―タベ―ス」によれば、 「らんはう」は 『平安遺


























































































の基盤となる所領」へと変化し、 「一所」の強調作 が形骸化してしまったことにより 「一所」の意味が稀薄 なりこれ 脱落して「懸命の地」と略されたも あること 分かった。一方、「一所懸命」は、抽象的意味のみ残され、現在の意味で用いられる 生 命」へと変化し 。
第二章では、 「譜代」語の漢字表記の変遷を明らかにした上で、
「譜代相伝」 、 「相伝譜代」の二通り 熟語構成を取 意
義についてその意味用法とともに検討した。 「譜第」は、本来の〈系図、系譜〉の意味から、 〈郡領職を世襲し任用される家柄〉という意へ変化し、さらに、 「譜第の郡司」から、 「譜第の（職） 」 、「譜第の（所領） 」 「譜第の（職業、技芸等） 」等へと使用範囲が拡大し、 代々相伝える〉という新たな意味が生まれ この段階で、ダイの漢字表記は「第」より、 「世代」を強く意識する同音の「代」字が相応しくなり、 「譜代」に交替したと思われる。なお、 「普代」 、 「普第」等 文書に み少数見られる 過ぎず、これらは発 が同様であるため、臨時的に使用 れ 定着できなかったものであると推測される。 「譜代相伝」においても、 「相伝譜代」においても、複数の表記 中で、 「相伝」と共起する例が最も多いのは「譜代」であり、次に「普 」である。両語の共起関係を調査した結果、所領、所職を修飾する点 お 者は同じであるが、 「相伝譜代」は人を修飾するが、 「譜代相伝は人を修飾しない傾向が看取され、前者においてより相伝の 人を強く意識するといったニュアンスを含むの はないか という見通しを得た。
第三章では、 「進止」 、 「進退」の両語が形成する四字熟語をめ
ぐる諸問題を考察し 「進退」と「進止」とはこれま 歴史学では同義であると説かれてきたが、 一円進止」と 進退領掌」はともに中世文書の中で頻用され ものの、 「一円進退」と「止領掌」の熟語構成は原則と て認められない。こ 点に注目してさらに検討を加えた結果、以下のようなことが判った。まず「一円進止」においては、 「進止」は主体を強調する用法が主で
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すなわち「濫望」 、 「濫妨」 、 「乱妨」 乱暴 などのさまざま漢字表記の変遷を記述し その上でこれらランボウが前項成分となる「ランボウ狼藉（籍） 問題を検討し ランボウの漢字表記の変遷については、平安初期に〈みだ に
( 分不相応の
) 職
を望む〉という意の「濫望」がまず現れ、遅れて平安後期 〈みだりに他人の所領、知行を妨げる〉の意の 濫妨 が出現する。「濫望」は本来〈みだりに
( 分不相応の
) 職を望む〉という意で用




部分があ ことに加え、 「望」字 「妨」字の音が同音であることから、 「濫望」と「濫妨」は通用するに至った。また この「濫望」は南北朝時代にほぼ完全 姿を消し、 「濫妨」に交替し 。さらに、 「濫」字と「乱 字との音と意味の近似していることから、院政期に 乱妨」表記も見られるよう なる。この「濫妨」及び「乱妨」 於いては、さら 〈みだり 所領・所務を妨げる〉という意味より〈所領・物などを略奪する〉の意が派生る。時代が下り、 〈他人の土地・も 妨げる、強奪する〉という意味の、 「他人の土地・も 」という対象の限定 外れ、より抽象化して表面的な動作の側面が残り、 〈無法に暴力を振る こと〉の意味となり、同時に 「さまたげ」の意味 持つ「妨」にとってかわり、 〈あばれる、暴力を振るう〉の意味を持つ「暴」字が用いられるように これが現在まで用 られることなって定着を見た。
如上のように、本論文は、日本漢語における四字熟語の問題に


























































































第二章「 「譜第」と「譜代」──古代・中世 おけ 漢字表記の諸相と
意味用法──」 （ 『国語語彙史の研究』三二集）和泉書院、二〇一三年三月
第三章「一円進止」と「進退領掌」の四字熟語化について── 古・














山本真吾先生には、白百合女子大学大学院入学当初から三年間にわたり、始終懇切丁寧な御指導を賜りました。また同大学院では足立さゆ 先生、常盤智子先生にも日頃から温かく見守りいただき、御鞭撻を賜りました。慶應義塾大学大学院修士課程にお て、指導教授であった木村義之先生からは、博士課程に進 後も、引き続き御 示、御鞭撻を賜りました。
二〇一二年三月、大阪成蹊短期大学を御退職になられた浅野敏
彦先生には、幾度となく拙稿 御批正い だき 丁寧な御指導を賜りました。浅野先生の退職記念号である『国語語彙史の研究』三二集に、拙稿「 「譜第」と「譜代」―古代・中世における漢字表記の諸相と意味用法―」を掲載していただき ことは、光栄の至りに存じます。
訓点語学会発表会の席上では、石塚晴通先生、蜂矢真郷先生、
木田章義先生、乾善彦先生より貴重な を賜りました。
語彙・辞書研究会発表会の席上では、田中章夫先生、山口佳
紀先生、橋本行洋 木村一 な御教示を賜りました。
また、日本史の研究手法については、東京大学史料編纂所川
本慎自先生より重ねて御指導を賜りました。
掲載を許された論文に関して、訓点語学会事務局、白百合女
子大学言語・文学研究センタ―、和泉書院、汲古書院の編輯担当の方々より御教示を頂き、細部を修正することができました。
論文を完成するにあたり、御指導、御教示をいただいた方々
に、銘記して学恩に感謝申し上げる次第でございます。
